
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一緒に住んでいた叔母に障害があり、子どものころから障害の人へのお

手伝いを普通にしている生活でした。学校卒業時にびわこ学園高谷清

先生にお誘いを受け医療問題研究会などいろんな場所について行き学

ばせて頂き、その後第二びわこ学園で仕事を始めました。 

施錠の中での仲間の生活や職員の労働条件など劣悪な環境の中（施設解体論時代）

で、自分は何をしているのだろうと言う思いが常にありましたが、全障研京都大会で知り合った

施設職員と加藤直樹先生が中心で創められた施設問題研究会に参加するためライトハウスま

で毎月行くことが楽しみでした。 

与謝の海養護学校では夏祭りなどを通じて地域の人との関わりに重きを置きやっていくなかで

養護学校の三つの理念を学ぶことができました。 

全国で初めてのろう重複障害者の重度授産施設（労働・生活施設）いこいの村・栗の木

寮が開所されることとなり、精神科病院に入院されている方や在宅の方へ訪問し、入所を勧め

ました。手話や口話もできずコミュニケーションが取れない、学校にも通えなかった仲間の方がほ

とんどでしたが、身振り手振りで一生懸命施設の紹介をしました。入所してもコミュニケーションが

取れず不安が大きい事で、施設の備品がボロボロになるような仲間の行為がありましたが、ろう

あ協会の方や職員から身振りや手話、絵巻物などでここは安全だと必死で伝えました。そんな

中、言葉を獲得し始めた７０歳代の仲間が「仕事がんばる、体元気」と発言され、何歳でも人

は変わり世界は広がると感激しました。「仕事終わり」が仲間の最初の共通言語となり、少しず

つ仲間の姿勢や目の輝きが変わってきました。 

その後みねやま作業所に勤務し、事務の仕事を行いました。久美浜作業所を作ろうと親の

会の協力や又地域の方々にも支えられ、職員２名、仲間８名から始めることができました。仲

間の権利を守ること、発達の権利保障を念頭におき支援を行う中で、地域に恵まれ繋がりなが

ら歴史の歯車を前に廻すお手伝いができたと思っています。 

やまゆり園事件のような障害の方への権利を認めない思想を少しでも無くすために、仲間の

姿を見てもらいそこから元気や学びを貰えることを多くの方に知ってほしいと思います。仲

間だけでなく、仲間の家族も自分の人生を生きていけるような社会を望んでいます。              

 

❀長年に渡り福祉に携わり、京都府北部の福祉事

業を創ってこられた方々をご紹介します。  福祉と私 
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京丹後 



新しくできた 

  

さんに 

お話を伺ってきました！ 

☆Ma・Roots とは 

☆特徴 

            

☆障害分野では     

☆実習施設に関して 

☆地域とともに 
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「風和里」は一人での外出は難しい、または外出することに不安がある方も、 

“行きたい時に行きたいところへでかけて欲しい”そして、それが楽しく思い出に残る

ものになって欲しいとの思いで、平成 28 年 5 月から、ご夫婦で介護タクシーの運行を

開始されました。 

  今日の『風』に触れて欲しい。外に出て季節感を感じ、通院など必要な外出だけでな

く、想い出の場所や人たちと地域での繋がりをもって『和んで』、その地域『ふる里』

を味わって欲しいと『風和里』と名付けられました。 

 ご夫婦は介護施設や障害者の方の居宅介護の経験もあり、介護福祉士の資格も持たれ

ています。移送だけでなく、身体障害の方の通院時に、銀行に寄ったり、買い物などの

支援もしていただけます。また、寝たきりの方の通院時には、ベッドからの移乗の支援

をはじめ、受診時の付添いや通院後のベッドへの移乗とオムツ交換や着替え等の身体介

護までの支援をされています。本人や、ご家族からも、大変喜ばれてリピーターとなら

れている方も多いとお聞きしています。現在は１００人ぐらいの方から月に１５０回ほ

どの利用の依頼があるそうです。 

 ※「移動や出先で助けが必要なところは、ぜひ介護タクシー『風和里』を頼ってくだ

さい。お出かけを生活の楽しみ・ハリ・生きる力にして欲しいです。」と思いを聞かせ

ていただきました。 

 

 

℡：0772-66-3096 

 



 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編
集
後
記 

『
福
祉
と
私
』
の
中
で
大
下
氏
が

お
話
し
く
だ
さ
っ
た
”
養
護
学
校

の
三
つ
の
理
念
”
を
こ
こ
で
紹
介

し
ま
す
。 

①
す
べ
て
の
子
ど
も
に
等
し
く
教

育
を
保
障
す
る
学
校
を
。 

②
学
校
に
子
ど
も
を
あ
わ
せ
る
の

で
は
な
く
、
子
ど
も
に
合
っ
た
学
校

を
。 

③
学
校
づ
く
り
は
箱
づ
く
り
で
は

な
く
民
主
的
な
地
域
づ
く
り
だ
。 

こ
の
理
念
の
下
に
”
与
謝
の
海
養

護
学
校
創
り
運
動
”
が
展
開
さ
れ

た
の
で
す
。 

障
害
が
あ
っ
て
も
発
達
を
保
障

し
、
当
事
者
に
合
っ
た
事
業
所
づ

く
り
を
し
、
事
業
所
づ
く
り
は
地

域
づ
く
り
な
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
初
心
に
戻
り
胸
に
刻
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
い
い
言
葉
だ
と
、

し
み
じ
み
思
い
ま
す
。（
あ
づ
） 

 

針  留め具 
 

 


